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標高万能植物ミヤマハタザオのトライコームおよび光受容体の適応分化
Involvment of trichome and phytochrome in local adaptation along altitudinal gradients
in Arabidopsis kamchatica
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標高傾度を進化生態学の野外実験システムに適用することは，生物の環境適応研究のための強力なツールとなる．なぜな
らば標高方向の移動は，緯度方向に比べて約800倍の速さで気温が変化するため，急激な環境勾配によって，表現型のみなら
ず遺伝的な分化の検出が期待されるからである．シロイヌナズナ属野生植物であるミヤマハタザオ（Arabidopsis kamchatica
subsp.kamchatica）は，本州中部山岳地域において標高 30～3000mまでの極めて幅広い標高帯に生息する．これまでに
ミヤマハタザオのさまざまな形質が標高間で遺伝的に分化していることが明らかになってきた．本発表では，標高適応
の遺伝的基盤の解明を目的とした適応遺伝子スクリーニングについて概説し，とくに標高との相関が認められたトライ
コーム（葉や茎の毛状突起）形成制御遺伝子GL1および光受容体遺伝子 PHYBの塩基多型解析の詳細を報告する．
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